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大交流時代への新たな航海！ 
た　び　 だ　ち 

かな 

～海・しま・大地とひとが奏でる活気みなぎるまちづくり～ 
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見て！見て！大きい魚とったよ！ 
～第29回たびら春まつり～ 



○募集対象者 

　市内に住所を有する満18歳以上（平成18年６月１日現在）の人。　※ただし、高校生を除きます。 

○募集人員　５人 

○募集期間　６月１日（木）～６月23日（金） 

○応募方法 

　所定の用紙に住所・氏名など必要事項を記入し、「平戸市の将来像に関する小論文（様式自由。

1,600字以内。内容は、市の将来像に関することであれば自由。）」を添えて封書で応募をお願いします。

なお、所定の用紙は、本庁企画課、各支所総務企画課および各出張所に準備しています。 

　また、市のホームページからダウンロードすることもできます。 

○個人情報の取り扱い 

　申込書により収集した個人情報は、当該事務のみに利用するものとし、それ以外の目的に利用する場合は、

あらかじめ申込者に対し同意していただけるか確認をさせていただきます。 

○その他 

　①審議会予定回数　平成18年度：６回、平成19年度：２回 

　②報酬および交通費 

　　「平戸市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例」に基づき支給されます。 

　③委員の選考　市において行いますのでご一任ください。 

　④委員の決定　平成18年７月上旬を予定しています。 

　　結果は、平成18年７月20日前後（予定）に本人あて通知します。 

○参考事項 

　平戸市ホームページ「市政」のコーナー内に総合計画に関する情報を掲載していますので、 

ご一読ください。 

　また、応募用紙は、「市政－平戸市総合計画－進捗状況－総合計画審議会委員を募集します！」に添付し

ています。 

　平戸市ホームページ 

　URL：http://www.city.hirado.nagasaki.jp/

平戸市総合計画策定中 
市民主役のまちづくりを目指して 

応募・お問い合わせ先 
　〒859-5192 
　平戸市岩の上町1508番地3  
　企画課企画調整班（1内線2333・2334） 

きらめく人・まち 

市では、市民のみなさんと一緒にこれから10年間の総合計画をつくる審議会を設置します。 
この審議会は、総合計画に関するさまざまな意見を提案するものです。 
これからの市の発展のために、あなたも審議会に参加してみませんか？ 
まちづくりに意欲のある人の応募をお待ちしています！！ 

戸市総合計画審議会委員を募集します 
Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ 平 
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総合計画っていったい何 !?Q1

A 　総合計画とは、まちの将来像と、それを目指すための基本的

な施策を表したもので、まちづくりの基礎を担う計画です。 

　一般的に総合計画は、目指すべき都市像を示す「基本構想」、

そのために必要な各施策分野の方向性を示す「基本計画」お

よび各分野の施策を具体化した「実施計画」の３層で構成され

ます。 

総合計画はどのようにして作られるの!?Q2

A 　市民のみなさんに、まちづくりに関する感想や今後の施策を伺うアンケートを実施したり、学識経

験者や市民のみなさんが参加した「総合計画審議会」で議論していただきます。　 

　このほか、基本構想や基本計画の案ができた時点で、市民のみなさんから広く意見を伺う、パ

ブリックコメント（※注）も予定するなど、総合計画の策定にあたっては、市民参加で取り組みます。 

注：パブリックコメント 
政策の立案などを行う際にその案を公表し、この案に対して広くみなさんから意見などを提出していただく
機会を設け、提出された意見などを考慮して最終的な意思決定を行うものです。 

総合計画の期間はどれくらいなの？ Q3

A 　総合計画は、基本構想の期間を10年と考えています。また、基本計画については、時代の潮

流の変化を見据えながら５年程度で必要に応じて修正することも視野に入れています。実施計画は３

年間とし毎年ローリングしていきます。 

総合計画は私たちの生活に関係があるの？ Q4

A 　市の施策は、総合計画で示される将来像の実現を目指しています。教育や福祉、産業、都市基

盤整備など、広範囲な分野の施策を網羅していますので、直接・間接的に市民のみなさんの生活

に関係しています。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

《総合計画のしくみ》 

■策定イメージ 

総合計画 

総合計画審議会 

議　　会 パブリックコメント 

住民アンケート 地域協議会・地域審議会 

企画・検討委員会 

20年度 

基本構想（20年度～29年度） 

基本計画（20年度～29年度） 

実施計画（20年度～22年度） 

実施計画（21年度～23年度） 

実施計画（22年度～24年度） 

見直し（平成25年度） 

毎年度のローリング 

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 
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【応募要項】 

◆テーマ　平戸市の自然景観・町並み ･観光施設・

　産業風景・イベント・人物・教会・夜景など、平戸

　の魅力を表現したもの 

◆撮影場所　平戸市内に限ります。 

◆応募締切　平成18年 10月 31日 (火 )まで 

　※当日消印有効 

◆部　　門　(1) 一般部門 (自然・景観など) 

　　　　　　(2) 夜景部門 (3) 教会部門 

◆応募資格　どなたでも応募できます。 

◆応募サイズ（枚数） 

　カラープリント四ツ切（枚数制限なし） 

◆応募方法　平戸観光協会に備え付けの応募票、

　または広報ひらどの応募票（コピーしてお使い

　ください）に必要事項を記載の上、写真の裏に貼

　り付けてから郵送してください。 

◆応募上の注意 

　(1) 自作の未発表作品に限ります。  

　(2) 組み写真、加工したものは除きます。  

　(3) デジタルカメラ作品は、400万画素以上で撮

　影したもの。 

　(4) 入賞作品の版権は主催者に帰属し、観光パン

　フレット、ポスターなどのPR 活動に使用します。 

　入賞者は入賞の通知後、作品の原版（フィルムカ 

　メラの場合はネガポジ、デジタルカメラの場合

　はJPEGデータ）を提出してください。なお、提出

　のない場合は失格となります。 

　(5) 被写体のプライバシーや肖像権には十分注

　意ください。 

　(6) 教会内部を撮影する場合は、事前に教会の承

　諾を得てください。 

◆入賞発表　11月中旬予定（入賞者には直接通知し、

　観光協会のホームページでも発表します。） 

◆応募およびお問い合わせ 

　〒 859-5121　平戸市岩の上町1473番地 

　( 社 ) 平戸観光協会「平戸観光フォトコンテスト係」

　まで　123-8600  

◆作品の返却について　返却希望の場合は、必ず

　封筒に「返却希望」と朱書きし、返信用封筒（切手

　を貼り、あて名を明記したもの）を同封してくだ

　さい。切手は、作品を発送した際と同額の発送料

　が必要です。 

◆賞 

　★最優秀賞………１点  

　★優秀賞………各１点  

　★特別賞………各４点 

平戸観光 
フォトコンテスト 

※この応募票は、コピーしてご利用ください。 

平戸観光フォトコンテスト2006　応募票 

※応募票が不足の際は、コピーをお取りください。 

整 理 番 号  

作品についての 
コメント 

返却 

撮　　　影 

電 話 番 号  

住　　　所 

氏　　　名 

フ リ ガ ナ  

画　　　題 

部　　　門 一般　・　夜景　・　教会 

フ リ ガ ナ  

年　齢 性　別 

男・女 

●要　　　　　　　●不要 

（記入しないでください） 

（○で囲んでください） 

場所 

〒　　　　－ 

平戸市　 　 　町 ・ 村　 　 　　　　番地 

年　　　月　　　日 

才 

2006
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Information

EVENT

平
戸
、
生
月
、
田
平
、
大
島
、
各
地
区
の
魅
力
に
迫
る
イ
ベ
ン
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島めぐりクルーズ 

自然観察会 

～島の魅力再発見～ 

　第二フェリー大島で各地を巡ってみ

ませんか？合併し「新・平戸市」にな

った４地区をフェリーで巡り、大島村へ

上陸します。情緒ある港風景や町並み、

海にまつわる史跡が残る港町を散策し

ます。 

◎と　き　 

　1回目：６月25日（日） 

　2回目：７月２日（日） 

　午前９時田平港出港 

　※雨天決行 

　　時化の場合は7月9日（日）に延期 

◎参加費　無料 

◎募集人数　各100人先着順 

　　　　　　（平戸市民のみ） 

◎受　付　６月１日（木）～ 

◎申込み・お問い合わせ 

　観光商工課観光班（1内線2272） 

海洋クルーズ 
～西海国立公園「平戸」～ 

　平戸港を出港し、大島、生月島、

遠くは野崎島（小値賀町）までの魅力

いっぱいの航路。阿値賀島や生月島西

海岸の柱状節理を間近に眺め、野崎島

では野生の鹿や野首教会を見ることが

できます。 

◎と　き　７月16日（日） 

　午前９時30分出港～午後４時帰港

予定 

　※荒天の場合は23日（日）に延期 

◎参加費　高校生以上　3,000円 

　　　　　小・中学生　2,000円 

◎募集人数　80人 

　　　　　 （市内外問わず・小学生以上） 

※応募者多数の場合は抽選となります。 

◎受　付　６月１日（木）～ 

◎申込み・お問い合わせ 

　観光商工課観光班（1内線2272） 

　平戸市内には、豊かな自然が残されて

いる場所が多くあります。平戸地区では自

然（植物関係）観察会、生月地区では野

鳥の観察会を開催します。詳細は広報ひ

らど8月号にて。 

◎と　き 

　10月29日（日）平戸地区 

　11月５日（日）生月地区 

大島地区 

生月地区 

平戸地区 
田平地区 

神浦港 

田平港 平戸港 
舘浦港 

度島 

▼
 

▼ ▼ 

行路 
9:00 発 
帰路 
15:10 着 
15:25 発 

行路 
9:15 着 
9:35 発 
帰路 
15:40 着 
15:55 発 

行路 
10:35 着 
10:55 発 
帰路 
16:55 着 

行路 
11:55 着 
帰路 
14:30 発 

航路図 

博物館めぐり 
　生月町博物館「島の館」、たびら昆虫

自然園、平戸城、松浦史料博物館を訪れ、

各地域の特色をより深く学ぶことができま

す。詳細は広報ひらど8月号にて。 

◎と　き 

　９月10日（日） 

　９月24日（日） 

◎ところ　市内の施設4箇所 

平戸大橋 

生月大橋 

生
月
町 

宇久町 

小値賀町 

平戸市 

宇久島 

小値賀島 野
崎
島 

大島 

上阿値賀島 

度島 

下阿値賀島 

高島 

生
月
島 

平
戸
島 

志々伎山 

礫岩 
上陸ポイント 

【野崎港】 

【白浜港】 
 9:30出港 
16:00帰港 

12:00着 
14:00発 

航路図 
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合併功労者らを表彰　市誕生記念式典 

　５月20日、平戸文化センターで、新「平戸市」の

誕生を祝う平戸市誕生記念式典が開かれ、総務省

の岡崎大臣官房審議官を始め、金子県知事、衆議

院議員、県議、友好都市の中国福建省南安市の市

長や、旧市町村の関係者ら約480人が出席しました。

式典では、平戸市誕生に尽力された方々への表彰と、

公募し決定した「市花」「市木」「市花木」の発表、制

定委員会で決定した「市民憲章」が発表されました。 

　また、アトラクションとして、市内４地区に伝わる郷

土芸能、「生月勇魚捕唄」「荻田浮立」「大島の流

儀」「平戸神楽」がそれぞれ披露されました。 

　平戸市と友好都市締結をしている中国福建省南安

市の友好訪問団一行が、５月 19日、平戸市を訪れ

表敬訪問しました。南安市と平戸市は、平戸出身の

田川マツを母に、南安出身の鄭芝龍を父として

1624年に誕生した「鄭成功」との歴史的なつながり

により平成７年に友好都市締結を行いました。陳　

栄法南安市長は、「両市がさらに友好関係を深め、

平戸市と経済貿易を含めた交流も始めていきたい」と

話しました。翌日 20日、一行らは鄭成功ゆかりの地

（記念碑、児誕石、廟）などを視察し、その後平戸

市誕生記念式典に出席しました。 

南安市の友好訪問団が表敬訪問 

市の花　平戸つつじ 市の木　マキ 市の花木　やぶ椿 

　豊かな自然と歴史の中にはぐくまれ、伝統文化と歴史的遺産を大切にし、勤労を愛してきたわたくしたち平
戸市民は、郷土の限りない発展と平和を願い、大きな誇りを持ってこの憲章を定めます。 
 

　　　　　　１　かけがえのない自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。 

　　　　　　１　きまりを守り、力を合わせ、明るいまちをつくりましょう。 

　　　　　　１　健全な心とからだを育て、元気なまちをつくりましょう。 

　　　　　　１　仕事にはげみ、常に向上心を持ち、豊かなまちをつくりましょう。 

　　　　　　１　教養と文化をたかめ、伸びゆくまちをつくりましょう。 

　　　　　　　　　[ツツジ科ツツジ属 ] 
　平戸つつじは平戸原産とされ、全国的
にも有名で、大輪種の総称となっています。
約 350種類以上に分類され、生命力が
強く、花が葉を隠さんばかりに華やかな
花を咲かせ、庭園や公園などに広く栽培
されています。 

　　　　　　　　　　　[マキ科マキ属] 
　平戸城そばの亀岡公園にあるマキ並
木は樹齢 400 年で、昭和 29 年に県の
天然記念物に指定されています。平戸は
特にイヌマキがよく生育する土地で、市
のいたるところで大木が見られます。 

　　　　　　　　　[つばき科つばき属 ] 
　本市の山野に数多く自生または植栽さ
れて親しまれてきた花木です。 
　また、生垣、庭木防風林、鳥媒花と
して風致にすぐれた花木です。 

いさなとりうた おぎたふりゅう りゅう 

ぎ 

平戸市民憲章  

ていせいこう 

えいほう 

ていしりゅう 

ちん 
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　５月４、５日の両日、平戸大橋公園特設会場で、

第 11回平戸海道渡海人祭が開かれました。当初

３日からの開催予定でしたが、２日の強風により即売

会場として設営していたテントの半数以上が、柱が

折れ曲がるなどして３日に予定していたすべてのイベ

ントを中止するという事態に。なんとか開催にこぎつ

けた両日は、幸い晴天に恵まれ、市内外から約４

万４千人が会場を訪れ、平戸の特産品を買い求め

る観光客や家族連れでにぎわいました。また、会場

では地引網体験や魚やタコのつかみどりなどさまざま

な催しも行われました。 

強風にも負けず２日間大盛況！ 田平町出身の歌手 
カミタミカさんが凱旋ライブ 

花と灯が優しく平戸城下を彩る 
平戸城下町屋・花と灯のまつり 

　５月 23日、日本茶の祖とされている栄西禅師と

ゆかりのある千光寺（木引町）で、消費拡大を図

る県産茶フェアの開幕行事として献茶式（県茶業

協会主催）が行われました。式には、関係者ら約

50人が出席し、県内７産地の新茶を供え、茶祖栄

西禅師への深い感謝と長崎県産茶の更なる発展を

祈願しました。 

　献茶式の後は、同寺近くの冨春庵跡で新茶の試

飲会が開かれ、お茶娘らが各地の新茶を振る舞い

ました。 

茶祖・栄西に 
深い感謝と祈りをこめて 

　４月 29、30 日

の両日、平戸地区

の商店街で、「平

戸城下町屋・花と

灯のまつり」のメイ

ンイベントが開かれ、

平戸つつじと花灯

籠が夜の城下町を

彩りました。会場と

なった商店街には、

約 500 鉢の平戸

つつじを展示。  

　また、オブジェコ

ンテストも開催され、

市民グループらが

作った色とりどりの

平戸つつじのオブジェ22 点が町を彩り、田助ハイ

ヤ節の披露も行われました。訪れた観光客や市民

のみなさんは、灯籠の優しい光と美しく飾られたオブ

ジェを見ながら散策し、春の風情を楽しみました。 

　４月 29、30 日の

両日、田平公園で

「第 29 回たびら春ま

つり」が開かれました。

会場には、約３万６千

人の観光客や市民の

みなさんが訪れ、地

元産の新鮮な野菜や

海産物、日用雑貨な

どを買い求めにぎわい

ました。30 日には、

田平町出身の歌手カ

ミタミカさんの凱旋ライ

ブも行われ、地元の

暖かい声援を受ける中、デビュー曲や化粧品のコマ

ーシャルソングに採用されたセカンドシングルなどを

伸びやかな美しい声で熱唱しました。 

　カミタミカさんは、オーディション番組で全国４千

人の中から選ばれた実力派歌手。「田平町と一緒

にカミタミカを広めたい」と観客を前に誓いました。 

えいさいぜん し 

ふしゅんあん 
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　5月 3日から5日までの3日間、生月漁協会場、
舘浦漁協会場、道の駅会場において「いきつき春
まつり2006in生月島」が開催されました。 
　期間中は風の強い日もありましたが、全体的に天
気に恵まれ、観光客を中心に市内外より約 1万人
が訪れ、地元特産品の販売はもちろんのこと、「タコ
のつかみ取り」や「漁師バイキング」、「ビーチでの
宝さがし」などさまざまなイベントでにぎわいました。
 

じげもん特産品に舌鼓 
いきつき春まつり 

　５月17日、市ふれあいセンターで、第4回生涯
学習講演会が行われました。講師に国見高校サッ
カー部総監督の小嶺忠敏氏を迎え、「国見発 サッ
カーで「人」を育てる」と題して講演。市内外より
約 500 人が集まり、今話題のサッカー選手の話し
や子育ての話しを、長年の指導経験などの実体験
をもとにユーモアを交えながら話されました。最後に
は自分の好きな言葉として「動」と「熱」について
語り、「みなさんもいつまでも情熱を持ってほしい」と
語りかけました。 

いつまでも情熱をもって 
市生涯学習講演会 

　５月14日、生月町勤労者体育センターで、第38回生

月町町民運動会が開催され、町民のみなさんら約２千人

が参加しました。この運動会は、町内10地区の地区対抗

戦。園児のかけっこや地区対抗リレーなど19種目の競技

が行われ、8種目で採点が行われました。白熱する地区

対抗競技では応援者も立ち上がっての大声援。お昼に

は五月晴れのもと、家族や仲間そろっての弁当開きとな

りました。  

【団体の部】　優勝　堺目地区　２位　屋敷地区 

　　　　  　 ３位　山田地区　躍進賞　屋敷地区 

白熱！生月町町民運動会 

　４月 29日、荒崎海水浴場で、第３回アサリ！どっ
さり！潮干狩り大会（中野漁協西目青年部主催）が
開催され、家族連れや観光客を中心に約１千人が
訪れ潮干狩りを楽しみました。のんびりと親子仲良く
アサリを掘る姿や、子どもにかまわず無我夢中で掘
り続ける親など掘り方もさまざま。潮干狩りのほか海
鮮バーベキューも大好評でした。 
　このイベントは今年で３回目。主に佐世保市を中
心に市内外からたくさんの来客があり、県北地区で
唯一の潮干狩りの場として定着しています。 

親子仲良く　潮干狩り 
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　５月 17 日、県サッカー協会小嶺忠敏会長（国
見高校サッカー部総監督）が平戸市役所を訪れ、
尼h助役に感謝状を手渡しました。 
　これは、平戸市が日蘭交流 400 周年記念事業
の一環として2000 年から継続して行っている青少
年交流事業（サッカー交流）が高く評価されたもの。
感謝状を贈った小嶺会長は、「国際交流は子どもた
ちにとって、国際的視野を広め人間を育てる上でと
ても大切なこと。ほかの地域の模範となる事業なの
で今後も期待しています」と話しました。 

　平成 17年度の宝くじコミュニティ助成事業により、
田平権現太鼓保存会の太鼓の購入、張替え修繕を
行いました。宝くじコミュニティ助成事業は、(財 )自
治総合センターが、宝くじの普及広報事業費として
受け入れる宝くじ受託事業収入を財源とし、地域住
民の行うコミュニティ活動に助成を行うものです。同
保存会は、野田免の熊野神社に由来する太鼓を町
おこしにということで昭和63年に結成され、夏祭りや
文化祭などのイベントに一役買っています。また、小・
中・高校生への指導も行っており、青少年の健全育
成にも貢献されています。 

県サッカー協会から市へ感謝状 

コミュニティ助成事業により太鼓を整備 

　５月 14 日、大島中学校グラウンドで、第１回平
戸市立大島小・中学校ふれあい運動会～心は一
つふれあい運動会～が開催されました。当日は連
日の雨もあがり五月晴れのなか、各学年による趣向
を凝らしたダンスなどをはじめ、親子競技や小・中
学生合同競技、ＰＴＡ競技など合同運動会ならでは
の多彩な競技が繰り広げられ、楽しい一日となりま
した。 
　短い期間での練習でしたが、それぞれが各競技
また役割を果たしながら、スローガンに掲げた「心
は一つふれあい運動会」にふさわしい運動会でした。 

心ふれあう 
大島小・中学校ふれあい運動会 

　５月７日、長崎市で県内外の龍踊りが集まる『龍
踊りフェスティバル』が開かれ、市内の築地町龍踊
り保存会（瀬尾会長）が参加しました。 
　このイベントは、長崎さるく博のイベントの一環で、
午前中に長崎市公会堂に集まった全16地区の龍が、
それぞれの出演会場まで市内を練り歩き、同保存
会のみなさんは、「四海楼」と「孔子廟」で演技を
披露しました( 写真は四海楼）。瀬尾会長は、「ほ
かの地区の龍踊りなど間近に見る機会が無かったので、
大変勉強になった。10月の平戸くんちでこの経験を
生かしたい」と話していました。 

築地町の龍踊り　長崎さるく博で披露 
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平戸少年ソフトボール「フレンド」 「楽しくソフトボール！」 

▲ピッチャーの松永圭介くん（平戸小6年） 

▲一緒にソフトボール始めませんか？ 

活 動 日／火・水・木・金曜日　午後4時ごろ～午後7時 
　　　　　土・日曜日　午前８時30分～正午 
活動会場／ライフカントリー　ほか２か所 
対 象 者／市内の小学生（男女問わず） 
連 絡 先／監督宅　123-3395  
部 員 数／12人 
参 加 費／年額　7,000円  
代　　表／監督　松永　誠治さん（岩の上町） 

活動ＤＡＴＡ 

クラブ紹介 

Club Introduction

　平戸少年ソフトボール「フレンド」は、小学４年生から６

年生で構成する「ソフトボール」チームです。佐世保市や

松浦市などの公式試合などに積極的に参加しています。

チームにとっては、勝負も大事なことですが、あいさつや

後片付けなどを確実に行うこともチームの方針としていま

す。 

　また、ボランティ

ア活動（災害時の

街頭募金など）を

行うことで、子ども

たち一人ひとりの優

しい心を育てること

も大切にしています。

ソフトボールに興味

のある人は、お気

軽にご連絡ください。 

　生月ＪＦＣは、生月町内の小学生で構成したサッカーチ

ームです。低学年が多く、基礎練習をメインに行っていま

す。今年度から平戸市サッカー協会に所属し、市内の大

会などには積極的に参加

しています。フットサルな

どの大会などにも出場し

ています。 

　生月ＪＦＣでは、部員を

大募集中！サッカーに興味

のある人はお気軽に練習

をのぞいて見てください。

また、練習試合の対戦相

手も募集しています。試

合の申し込みもお気軽に

ご連絡ください。 

 

「生月ＪＦＣ」 「目標は、常勝生月ＪＦＣ」 

▲夢はサッカー日本代表！ 

▲頼れるキャプテン恋塚斗貴くん 
　（生月小6年） 

活 動 日／月・木・金曜日　午後７時～午後９時 
　　　　　土・日曜日　午前９時～正午 
活動会場／生月海の広場（宮田グラウンド） 
　　　　　生月小・山田小グラウンド 
対 象 者／市内の小学生（男女問わず） 
連 絡 先／監督宅　153-2678 
部 員 数／17人 
参 加 費／1～2年生月額1,000円・3～6年生月額2,000円  
代　　表／監督　大浦　利保さん（生月町壱部） 

活動ＤＡＴＡ 
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末田　悠紀さん（19歳・生月町山田免） 
すえ   だ　　　ゆう   き 

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？ 
「平戸のわっかもん」 
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。  
「クラブ紹介」 
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、など掲
載を希望する団体は下記までご連絡ください。  
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」 
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日です。掲
載のご予約は、お気軽に、お早めに。 
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の名前
を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載するとは限り
ませんのでご了承ください。 

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　企画課地域振興班　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp

針尾　顕成くん 
　　　（H17.6.20生） 

はり  お　 　あきなり 

～久之さん・けい子さんの長男～ 
　　　　　　　　　≪岩の上町≫ 

たくましく元気に育ってネ！ 真生くん直生くん仲良くネ！ 
スマイル！スマイル！ 

お姉ちゃんと仲良く元気いっぱい遊んでネ！ 

吉岡　直生くん・真生くん 
（Ｈ17.6.7生）（Ｈ14.6.30生） 

よしおか　　 な  お　　　　　 ま  お 

～進一さん・由香さんの長男・次男～ 
　　　　　　　　　　≪野子町≫ 

藤田　亜耶ちゃん 
　　　　（H17.6.16生） 

ふじた　　　 あ　や 

～親央さん・貴子さんの次女～ 
　　　　　　　≪生月町里免≫ 

募集しています 

■勤務先 

　平戸観光ホテル「蘭風」 

■ニックネーム 

　ゆうき、末ちゃん 

■性格は？ 

　明るくて社交的 

■趣味・特技 

　ショッピング 

　仕事中は、常に笑顔を心がけています。 

Happy Birthday
★お誕生日おめでとう！★ 6月生まれ

　昨年８月から現在の職場に入社したという末田さ

んは、現在、フロントの業務を主に行っているそうで

す。最近は、お客様が多く、残業の日々が続いて

いるそうで、仕事で疲れたあとは、ホテルの温泉に

つかって疲れを癒しているとか。また、「仕事は大変

だけど、お客様からのお礼のお手紙などをいただく

と元気がでます」と笑顔で話してくれました。 

vol.7
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●６月の主なもよおし●
■赤ちゃんおはなし会　13日（火）　10：30～  
■おはなし会　毎週土曜日　14：00～ 

※詳しくは図書館・各公民館等図書室へお尋ねください。 

平戸図書館 122-4017

■町長選挙／奥田　英朗 
■紙魚家崩壊／北村　薫 
■地に埋もれて／あさのあつこ 
■嫁盗み／逢坂　剛 
■オンリーワン／野口　聡一 
■サフィア／ヨハンナ・アワド＝ガイスラー 
■聖骸布の仔／Ｄ．Ｖ．コヴラルト 
■心の扉を開く／河合　隼雄 
■やりなおしたい30歳以上のための就職読本／大内明日香 
■住宅ローンを返せなくなったときに読む本／伊藤　光記 
■ひと目でわかる実用手話辞典／NPO手話技能検定協会 
■荒神信仰と地神盲僧／高見　寛孝 
■内臓脂肪を減らす本／工藤　一彦 
■暮らしの手仕事２／日本ヴォーグ社 
■ちんろろきしし／元永　定正 

［６月の休館日］ 
毎週月曜日（５日・12日・19日・26日） 

一
　
般
　
書 

■あめのもりのおくりもの／ふくざわゆみこ 
■さかさのこもりくん／あきやまただし 
■人にはどれだけの土地がいるか／小林　豊 
■ももんちゃんぽっぽー／とよたかずひこ 
■馬車でおつかいに／ウィリアム・スタイグ 
■おにいちゃんにははちみつケーキ／セバスチャン・ブラウン 
■どこどこ？セブン７／キッズレーベル 
■教科書にでてくるお話１年生～6年生／西本　鶏介  
■発覚、シーボルト事件／小西　聖一 
■スーパーキャッチャー城島健司／西松　宏 
■ハコの牧場／北村　恵理 
■きかんぼのちいちゃいいもうと　その2／ドロシー・エドワーズ 
■砂糖の絵本／すぎもとあきら 
■忍者の大常識／黒井　宏光 
■衣食住の歴史／西本　豊弘 

児
　
童
　
書 

●６月の主なもよおし●
■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）３日・17日・24日 
■映画会　10日 
　・まんが日本昔ばなし（くわず女房・蛙になったぼた餅・むりどん・小僧がま）  
　・こぎつねコンとこだぬきポン 
　※ゆめホールの大スクリーンにて上映しています。 

永田記念図書館 128-0128

■ナチュラル　障害はあたしのブランド／すがやあゆみ　 
■妻に先立たれる前に／志茂田景樹 
■カウンセリングナース　新たな看護手法を求めて／徳永雄一郎　編 
■感染症ワールド（免疫力・健康・環境）／町田　和彦 
■環境に優しいオール電化住宅／加藤憲一郎 
■いまどき家事の知恵　 546わざ／オレンジページ 
■赤ちゃんが朝までぐっすり眠る方法／エリザベス・パントリー　 
■やさしい果樹づくり／主婦の友社 
■はじめてのブーケとコサージュ／井越　和子 
■トットちゃんの万華鏡評伝　黒柳　徹子／北川　登園 
■脳を鍛える　楽しい指先ゲーム／斉藤　道雄 
■君は永遠にそいつらより若い／津村記久子 
■カチューシャ／野中ともそ 
■お父さんは太陽になった　ガン闘病47日間の記録／ひらたまどか 
■獣と肉／イアン・ランキン 

大好き！ヒゲ父さん 
いたずらっ子に乾杯！ 

［６月の休館日］ 
毎週月曜日（５日・12日・19日・26日） 

今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本

一
　
般
　
書 

■だだずんじゃん／川崎　洋　 
■リンゴちゃんのおはな／角野　栄子　 
■あめあがりの名探偵／杉山　亮　 
■日本爆笑むかし話　吉四六さん③変な魚の話／高村　忠範 
■お江戸の百太郎／那須　正幹　 
■マヤの一生／椋　鳩十 
■あかちゃんペンギン／もとした　いづみ 
■虎よ、立ちあがれ／ケイト・ディカミロ　 
■ブライディさんのシャベル／メアリー・アゼアリアン 
■たいちゃんのたいこ／大島　妙子 
■おとうさん／せべまさゆき 
■だいじょうぶだよ、ゾウさん／ヴァレリー・ダール 
■かばくんのふね／中谷千代子 
■はらぺこライオン／インドラプラミット・ロイ 
■ぽけっとくらべ／和田　誠 

児
　
童
　
書 

著　者／ｅ．ｏ．プラウエン 
出版社／青萠堂 

　日常生活の中に、もう少し子供らしい
心情をとりもどして、息抜きすることが必
要な大人たちへ。著者は、1903年ドイツに
生まれる。〔日本では、金子みすずが誕生〕
　ドイツは、ナチスの時代に突入。プラウ
エンは、その圧政に対して、ヒットラーなど
の風刺漫画で攻撃したことで弾圧を受けた。
本書は、コマ・マンガ。 

　神童と呼ばれ、天才の名をほしいまま
にしたモーツァルト。時を超えて世界を魅
了する不朽の名曲たちはいかにして生
まれたのか？伝説に満ちた生涯から読み
解く「天上の音楽」の秘密。 

　イラク最大の港町バスラ。ここの図書
館は、本を愛するイラクの人々が集まって
くる場所です。2003年、イラクへの侵略
が町に達したとき、一人の女性図書館員
のアリアさんは蔵書を守ろうと決意し、３
万冊の本を自宅に運びます。 

ひげ地蔵 今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本

著　者／木内　恭子 
出版社／けやき書房 

一話読み終えるのに、２・３分程。短いお話
ですが、内容は、とてもあったかい。不思議
なお地蔵さんが、たくさん出てきます。一
話一話じっくり読んで欲しい物語です。 

図説 モーツァルト 
その生涯とミステリー 

今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本

著　者／後藤真理子 
出版社／河出書房新社 

バスラの図書館員 今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本 著　者／ジャネット・ウィンター 

出版社／晶文社 

（各土曜日・各14：00～）
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新着図書紹介 このほかたくさんの 
新着図書があります!!みんなの図書館 みんなの図書館 

としょかん 



ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
に 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

い
き
い
き
健
康
教
室
の 

ご
案
内 

今月は、高齢者実態把握調査について説明します。 

田平町民センター 

度島浦地区公民館 

山中町公会堂 

離島開発総合センター 

離島開発総合センター 

田　平 

平戸度島 

平戸中野 

平戸北部 

大　島 

午後7時～ 

午後1時30分～ 

午後7時～ 

午後7時～ 

午後7時～ 

６月14日(水) 

６月23日(金) 

７月７日（金） 

８月３日（木） 

８月23日（水） 

日　程 対象地区 開 催 場 所  時間（各2時間） 

   
　
在
宅
療
養
中
の
精
神
障
害
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
、
活
動
の
場

と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
を
市
内
各
地
区

へ
移
動
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
今
月
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で
す
】 

■
６
月
４
日(

日)

　 

○
と
こ
ろ
　
大
島
村
福
祉
セ
ン
タ
ー 

○
内
　
容 

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
に
参
加 

■
６
月
６
日(

火)

　 

○
と
こ
ろ 

　
田
平
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

○
内
　
容 

　
ち
ま
き
づ
く
り 

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

       

　
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
と
深
く
関
連
し

た
「
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、

糖
尿
病
な
ど
）
」
が
、
現
在
死
因
の
６
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、｢

生

活
習
慣
が
健
康
を
つ
く
る｣

と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
平
戸
市
で
は
、
青
壮
年
期
か

ら
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
を
左
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。  

【
テ
ー
マ
】 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
っ
て
何
？ 

健
康
診
査
・
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て 

地域包括支援センターだより 128－1500

　高齢者のみなさんの相談

については右記の支援セン

ター（旧　在宅介護支援セ

ンター）に高齢者相談窓口

を開設しています。お気軽に

ご相談ください。 

　高齢者実態把握調査は、65才以上の在宅高齢

者を対象に、地域の支援センター職員が訪問し、み

なさんの健康や生活、福祉・介護についての相談

などを受けるものです。いろいろな情報が飛び交う

中、ご本人にあった生活の情報提供をさせていた

だきます。（無料） 

　なお、現在介護サービスを受けられている人以

外を対象とします。詳しくは、下記の事業所にご相

談ください。 

【各支援センター連絡先一覧】 

◆平戸市地域包括支援センター　　128-1500 

◆平戸市社会福祉協議会　　　　　 

　平戸地区高齢者支援センター　　122-2180 

　生月地区高齢者支援センター　　153-2615 

　田平地区高齢者支援センター　　157-2223 

　大島地区高齢者支援センター　　155-2100 

◆平戸荘高齢者支援センター　　　128-0775 

◆高齢者支援センターわだつみの里 

　　　　　　　　　　　　　　　  127-2200 

◆高齢者支援センターじゃんがら　　123-8287

Hirado City13

サン・ケア平戸通信 サン・ケア平戸通信 
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸） 128－1000　■生月支所市民生活課福祉保健班153－2111　■田平町福祉保健センター157－0977　■大島支所市民生活課福祉保健班155－2511



平
戸
で
最
初
の
国
指
定
有
形
文
化
財 

Vol.8

文化財ＤＡＴA
■名称 

　鐶頭太刀無銘拵付一口 

　附太刀図一通 
■種　　　別　国指定重要文化財 
■指定年月日　大正5年5月24日 
■所　有　者　亀岡神社 
■所　在　地　平戸市 

鐶
頭
太
刀
無
銘
拵
付
一
口
　
附
太
刀
図
一
通 し

ち 

ろ
う
う
じ
ひ
ろ 

かんとうのたちむめいこしらえつきひとくち 

つきたちずいっつう 

文化財ＤＡＴA
■名称 

　絹本著色仏涅槃図一幅 
■種　　　別　国指定重要文化財 
■指定年月日　大正5年5月24日 
■所　有　者　最教寺 
■所　在　地　平戸市 

絹
本
著
色
仏
涅
槃
図
　
一
幅 

　
文
禄
・
慶
長
の
役
に
遠
征
し
た
松

浦
家
26
代
鎮
信(

法
印)

が
朝
鮮
か

ら
請
来
し
、
の
ち
に
最
教
寺
に
寄
進

し
た
こ
と
が
、
箱
書
な
ど
で
判
明
し
て

い
ま
す
。
涅
槃
図
は
釈
迦
入
滅
の
様

子
を
描
い
た
図
で
、
中
央
部
で
頭
を

北
に
し
て
西
を
向
き
、
右
脇
を
下
に

し
床
台
で
金
泥
身
の
釈
迦
が
、
沙
羅

双
樹
の
下
で
ま
さ
に
涅
槃
に
入
る
様
子
、

そ
の
周
り
で
悲
嘆
に
く
れ
る
弟
子
や
動

物
た
ち
、
天
空
に
は
釈
迦
を
迎
え
に

来
た
仏
や
摩
耶
夫
人(

釈
迦
の
母)

な
ど
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
縦

２
・
５
m
、
横
２
・
４
m
の
大
画
面

で
李
朝
仏
画
の
特
徴
で
あ
る
平
明
な

色
調
と
軽
妙
な
描
線
で
親
し
み
や
す

い
画
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。
16
世
紀
中

ご
ろ
の
作
品
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
最
教
寺
霊
宝
館
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。 

  

は
い
と
う 

つ
ば 

【国指定重要文化財】日本に所在する建造物・美術工芸品等の有形文化財のうち、文化史的・学術的に特に重要なものとし
て文化財保護法に基づき国(文部科学大臣)が指定した文化財のこと。 
【国宝】重要文化財のうち、製作が特に優れたもの歴史上特に意義の深いもの、学術的に価値の高いものが国宝に指定され
る。法的には国宝も重要文化財の一種である。平戸市には国指定重要文化財は12件あるが、国宝は無い。 

し
げ
の
ぶ 

ね 

は
ん  

ず 

し
ゃ
か
に
ゅ
う
め
つ 

ほ
う
い
ん 

こ
ん
で
い
し
ん 

さ   

ら 

そ
う
じ
ゅ 

ま   

や 

けんぽんちゃくしょくほとけねはんずいっぷく 

つ
か
が
し
ら 

　
環
状
の
柄
頭
を
も
つ
鉄
製
の
直
刀
で

す
。
長
さ
は
93 
cm
、
水
牛
の
角
製
の

鍔
を
つ
け
、
竹
を
馬
革
で
包
ん
だ
鞘

を
持
っ
て
い
ま
す
。
明
治
13
年
霊
椿

山
神
社
、
七
郎
宮
、
八
幡
神
社
、

乙
宮
神
社
を
合
祀
し
、
平
戸
城
内
に

亀
岡
神
社
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
七
郎
宮
か
ら
亀
岡
神
社
に
移
さ
れ

祀
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
鐶
頭
太
刀
で
す
。

社
伝
に
よ
る
と
、
神
宮
皇
后
が
朝
鮮

半
島
出
兵
の
際
に
従
軍
し
た
部
将
七

郎
氏
広
が
佩
刀
し
て
い
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
類
の
太
刀
が
、
平

戸
市
志
々
伎
神
社
、
小
値
賀
町
神
島

神
社
に
も
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

存
す
る
の
は
本
資
料
の
み
で
す
。
現
在

は
、
平
戸
城
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
じ
ま 
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国民年金保険料の 
　　　　　免除段階が増えます ！ 年金 年金 

おしえて 

年金 
おしえて 

■保険福祉課国保年金班（1内線2589）■佐世保社会保険事務所（10956-34-1141） 

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を

納めることが困難な場合に、申請により保険料

の納付が免除される制度があります。 

　平成18年７月から、より納付しやすい環境とす

るため、従来からの全額免除および２分の１納付（半

額免除）に加え、４分の１納付（４分の３免除）およ

び４分の３納付（４分の１免除）の新しい段階が加

わります。免除および一部納付は、申請手続きが

必要です。 

○申請方法 

　保険福祉課国保年金班または各支所市民生

活課、各出張所に備えつけの申請書に、関係書

類を添付して申請してください。 

「免除・猶予は社会保険庁の 
　　　ホームページをご覧ください」 
　社会保険庁のホームページは、情報の充実や

利用しやすさの向上に努めています。今回、ホー

ムページの学生納付特例のページ上において、申

請書様式を印刷できるようになりました。国民年

金保険料免除・猶予の申請書様式についても間

もなく同様に印刷できるようになります。これらの

申請書は、郵送でも受け付けますので、市役所へ

行くことなく申請の手続きができます。ぜひ、ご

利用ください。 

【社会保険庁ホームページ】 

　http://www.sia.go.jp/

　小学校の訪問授業で、たく

さんの子どもたちからオラン

ダの文化などについて質問さ

れます。 

　今回は、その中でも特に質

問の多かった「お菓子」につい

て紹介したいと思います。 

「Ｄｒｏｐ」  
　「オランダで一番人気のあるお菓子はなんですか？」と中津良

小学校４年生の川口恵美子さんから質問がありました。それは「Drop

（ドロップ）」という甘草エキス入りのお菓子です。オランダでは１

年間に約３千２百トンも食べられており、１人当たり約2キロ食べて

いることになります。 

　このDrop は、ほかの国ではほとんど売られていないので、

外国に住んでいるオランダ人は家族や友人にDrop を送っても

らう人が多いようです。そういう私も、家族にDrop を送って

もらっている１人です。 

　オランダでは一番人気のあるお菓子ですが、日本のみなさんの

口には、まったく合わないみたいです。色は真っ黒で、味は甘く

はなく塩味、食べるとゴムのような食感のするお菓子です。 

　このお菓子は昔、世界中で胃潰瘍を治すための薬として服用

されていました。古代エジプトのファラオ、マケドニアのアレクサン

ダー大王やローマ帝国の王様ジュリアス・シーザーも、薬としてこ

のお菓子を食べたことがあると伝えられています。 

Doei！（デゥイ）＝　またね！ 

■今月のオランダ語ワンポイントレッスン 

国際交流員 

イムケ・シモニスさん 

Hirado City15
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　平戸オランダ商館は、1609年に設立された東アジ

アでのオランダの貿易拠点で、1641年に長崎出島へ

移転が命じられるまでの33年間存続し、江戸時代初

期の日本の対外政策の歴史を考える上で鎖国以前の

海外交流を示す重要な存在でした。史跡地にはオラン

ダ塀・オランダ井戸・護岸石垣・埠頭などが残されてお

り、大正11年（1922）10月22日、「平戸和蘭商館跡」と

して国の史跡に指定されました。 

　商館時代の代表的な建物である1639年築造の石

造倉庫は、1638年に計画され、1638年11月に古い倉

庫を取り壊して敷地を確保し、12月に最初の礎石を据

えています。1639年7月にほぼ完成しました。倉庫の大きさは、外壁で長さ約46ｍ、幅約13ｍあり、外観

や構造はオランダの建物に類似していますが、日本瓦を用

いるなど日本建築の要素も認められます。 

　倉庫の復元については、考古学、建築史学、歴史学の専

門家および文化庁など諸関係機関の指導を受けながら進

めています。また、1639年石造倉庫の復元に加え、石垣補

修や遺構整備などの環境整備も計画しています。 

平戸オランダ商館風説書 
～第１話～「洋風倉庫の復元」 　平戸オランダ商館の石造倉庫の復元につい

て、これまでの検討過程について、専門家を

はじめ広く一般へ周知し、幅広い意見を募る

ために、また、平戸・長崎を舞台に展開され

たオランダとの交流について意見を交換する

ため、次のフォーラムを開催します。ぜひ、ご

参加ください。 

　「平戸・長崎・アユタヤのオランダ商館復

元とオランダ文化の影響」 

○と　き　７月１日（土） 

　　　　　午後１時～午後４時 30分 

○ところ　長崎歴史文化博物館１階ホール 

商館復元に関するイベントのお知らせ 

【伝統的建造物群保存地区制度】 

　長い年月をかけ何代にもわたって受

け継がれ、人々の暮らしと地域の歴

史が刻みこまれた町並みなどは貴重

な文化遺産として一地域のみならず

我が国の歴史や文化を理解するため

に欠くことのできないものであり、後世

に伝えるべきものと言われています。 

　現在、全国 80 地区が国の選定を受け、歴

史的集落や町並みの保存が図られるとともに、

新たなまちづくりに発展している地域がたくさん

あります。 

　この制度の趣旨は、伝統的な町並みや景観

を保存すると同時に生活の場として整備し、時

代に伝えていく活動を国が支援するもので、伝

統的な町並みとともに人々が生き続けるための

制度であり、行政と住民の意志による取り組み

です。 

【保存対策調査】 

　大島村の町並みは全国的にも貴重な

ものとして高い評価を受け、神浦地区

で「伝統的建造物群保存地区保存対

策調査」(17.18年度文化庁補助事業 )

が実施されています。平成17年度の調

査では現存する建物によって神浦が

1660年代からの「鯨場」であったことが裏付

けられるなど大きな成果が報告され、特徴として 

①江戸時代の鯨組の存在、②江戸、明治、大正、

昭和の各年代の建物が連続して残っており、建

築技術の移り変わりがはっきりしていること、

③江戸時代の建物が中心部に残っていること、

④深く湾入した入り江 

などが挙げられ、18年度の調査がさらに期待さ

れています。 

DEN 
伝建 
ニュース 
KEN

伝統的建造物群保存地区調査　大島村神浦 

■お問い合わせ 
　教育委員会大島分室（1内線6140） 

■お問い合わせ 
　文化振興課商館復元推進班（1内線2635） 
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企
画
課
企
画
調
整
班 

1
内
線
２
３
３
３ 

ご
応
募
お
気
軽
に
！ 

研
修
参
加
希
望
者
を
募
集
！ 

     

　
（財）

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
の

各
種
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
活
性
化
、
人
材
育
成
の
た
め

の
研
修
会
で
す
。 

○
募
集
人
員 

　
各
テ
ー
マ
に
つ
き
２
人
程
度 

○
対
象
者 

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人 

　
①
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
満
18

歳
以
上
（
学
生
を
除
き
ま
す
）
の
人 

　
②
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化

な
ど
に
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
た
い

と
い
う
意
欲
の
あ
る
人 

　
③
研
修
終
了
後
速
や
か
に
研
修
レ
ポ
ー

ト
（
感
想
な
ど
）
を
提
出
で
き
る
人 

○
費
　
用 

　
旅
費
・
負
担
金
は
、
市
の
規
程
に
基
づ

き
市
が
負
担
し
ま
す
。 

○
申
込
方
法 

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
と
参
加
し
た
い

理
由
を
記
入
し
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
は
、
市
企
画
課
、
各

支
所
総
務
企
画
課
お
よ
び
各
出
張
所
に

準
備
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（h
ttp
://w

w
w
.city

.h
ira
d
o
.n
a
g
a
s

ak
i.jp
/

）「
く
ら
し
ー
お
知
ら
せ
ー
募
集
ー

（財）

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
参
加

者
の
募
集
に
つ
い
て
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。 

○
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

　
申
込
書
に
よ
り
収
集
し
た
個
人
情

報
は
、
当
該
事
務
の
み
に
利
用
す
る
も

の
と
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に
利
用
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
込
者
に
対

し
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
か
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
提
出
先
　
市
企
画
課
企
画
調
整
班 

○
申
込
締
切
　
６
月
26
日
（
月
）
必
着 

※
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
容
は
、
事

情
に
よ
り
変
更
や
中
止
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
選
考
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず

し
も
参
加
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
研
修
の
内
容
は
、
実
際
に
研
修
が

開
催
さ
れ
る
１
か
月
前
に
な
ら
な
け
れ

ば
分
り
ま
せ
ん
。 

※
研
修
日
数
は
２
日
間
ま
た
は
３
日

間
で
す
が
、
開
催
場
所
に
よ
り
前
後

に
移
動
日
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

例
）
東
京
都
で
２
日
間
の
研
修
が
開

催
さ
れ
る
場
合
…
２
泊
３
日
ま
た
は
３

泊
４
日
の
行
程
と
な
り
ま
す  

 

問 

申 
・ 

電源地域振興センター 
（東京都） 
 

電源地域振興センター 
（東京都） 

国内先進地 

国内先進地 

2日 

2日 

2日 

2日 

2日 

2日 

2日 

3日 

2日 

2日 

2日 

2日 

2日 

2日 

3日 

平成18年８月 

平成18年８月 

平成18年８月 

平成18年９月 

平成18年９月 

平成18年10月 

平成18年10月 

平成18年10月 

平成18年11月 

平成18年11月 

平成18年12月 

平成19年１月 

平成19年１月 

平成19年１月 

平成19年２月 

～地球に優しいまちづくり～循環型社会の形成 

～住民と行政が一体となった地域づくり～ 
ＮＰＯとの協働，コミュニティ・ビジネスの活用 

農山漁村の女性パワーによる起業を考える 

～住民参加の地域づくり～企画立案能力開発実践講座 

中心市街地活性化対策を考える 

～住民参加の地域づくり～ファシリテーター養成講座 

住民と行政が一体となった福祉のあり方を考える 

ツーリズム実践講座（先進地に学ぶ） 

～住民と行政が一体となった地域づくり～ 
ワークショップを活用したまちづくりの進め方 

地域特性を活かした特産品の開発・改良を考える(東京） 

農業の活性化方策を考える 

人に優しいまちづくり（防犯コミュニティの創生） 

水産業の活性化方策を考える 

地域特性を活かした特産品の開発・改良を考える(地方） 

地域資源を活かした観光振興の進め方 

研 修 テ ー マ  研 修 場 所  開催時期 日数 

■平成18年度研修スケジュール（予定） 
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税
務
課
固
定
資
産
税
班 

1
内
線
２
５
５
０ 

固
定
資
産
税
額
の 

求
め
方
が
変
わ
り
ま
し
た 

     

　
平
成
18
年
度
は
、
３
年
に
１
度
の
固

定
資
産
税
の
評
価
替
え
年
度
に
あ
た
り
、

土
地
や
家
屋
の
価
格
が
変
わ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
土
地
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
同
じ
価
格
の
土
地
で
あ
れ
ば
同
じ

税
負
担
と
な
る
よ
う
、
負
担
の
均
衡
化

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
地
方
税

法
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
し
く
み
の
一
部
が

変
わ
り
ま
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、
そ
の
土
地
の
新
し
い

価
格
に
比
べ
て
こ
れ
ま
で
の
税
負
担
が
低

い
土
地
に
つ
い
て
は
、
価
格
の
５
％
分
を
、

前
年
度
の
課
税
標
準
額
（
税
額
を
計
算

す
る
基
礎
と
な
る
額
）
に
加
え
る
方
式

と
な
り
ま
す
。 

【
税
額
の
求
め
方
】 

○
住
宅
用
地
　
税
額
＝
課
税
標
準
額
（
価

格
×
１
／
６
（
※
））
×
税
率 

※
２
０
０
㎡
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

１
／
３ 

○
商
業
地
等
　
税
額
＝
課
税
標
準
額
（
価

格
の
70
％
が
上
限
）
×
税
率 

　
た
だ
し
、
前
年
度
の
課
税
標
準
額
が

低
い
土
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
課
税

標
準
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

○
住
宅
用
地
「
今
年
度
の
価
格
に
１
／

６
（
※
）
を
掛
け
た
額
」
（
＝
本
来
の

課
税
標
準
額
Ａ
）
と
比
べ
て 

前
年
度
の
課
税
標
準
額
が 

ア
　
Ａ
の
80
％
以
上
１
０
０
％
未
満
の
場

合
↓
前
年
度
の
課
税
標
準
額
と
同
額 

イ
　
Ａ
の
80
％
未
満
の
場
合
↓
前
年
度

の
課
税
標
準
額
＋
Ａ
の
５
％ 

※
２
０
０
㎡
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

１
／
３ 

○
商
業
地
等 

「
今
年
度
の
価
格
」
（
＝
Ｂ
）
と
比
べ
て 

前
年
度
の
課
税
標
準
額
が 

ア
　
Ｂ
の
60
％
以
上
70
％
以
下
の
場
合

↓
前
年
度
の
課
税
標
準
額
と
同
額 

イ
　
Ｂ
の
60
％
未
満
の
場
合
↓
前
年
度

の
課
税
標
準
額
＋
Ｂ
の
５
％ 

      

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
市
政
に
関
す

る

｢

知
る
権
利｣

を
保
障
し
、
公
正
で

開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目
的
に
『
平

戸
市
情
報
公
開
条
例
』
を
制
定
し
て
お

り
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
毎
年
１
回
、

公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

17
年
度
の
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。 

・
情
報
公
開
請
求
　
３
件 

・
公
開
　
　
　
　
　
３
件 

    

　
長
崎
県
と
平
戸
市
で
は
、６
月
15
日
か

ら
７
月
14
日
ま
で
の
１
か
月
間
を「
農
薬

危
害
防
止
運
動
月
間
」と
定
め
、農
薬
事

故
を
防
止
す
る
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
必
ず
農

薬
の
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
、
使
用
方
法
を

守
っ
て
、
適
正
に
使
い
ま
し
ょ
う
。 

○
実
施
期
間 

　
６
月
15
日
（
木
）
〜
７
月
14
日
（
金
） 

    

○
売
却
方
法
　
一
般
競
争
入
札 

○
申
込
期
間
　
平
成
18
年
６
月
１
日
（
木
）

〜
平
成
18
年
６
月
12
日
（
月
） 

【
売
却
物
件
①
】 

（
土
　
地
） 

○
所
在
地
　
西
中
山
町
字
田
崎
前
３
番
４ 

○
地
　
目
　
宅
地 

○
面
　
積
　
２
６
７
３
・
０
７
㎡ 

（
建
　
物
） 

○
所
在
地
　
西
中
山
町
字
田
崎
前
３
番
４ 

○
種
類
・
構
造
　
工
場
・
鉄
骨
造
ス
レ
ー
ト 

○
面
　
積
　
４
４
１
・
４
６
㎡ 

○
予
定
価
格
　
１
千
４
０
４
万
７
千
円 

※
企
業
誘
致
用
地
の
た
め
、
使
用
目
的

な
ど
に
条
件
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

         【
売
却
物
件
②
】 

（
土
　
地
） 

○
所
在
地
　
田
平
町
下
寺
免
字
新
田

山
９
５
６
番
地
１ 

○
地
　
目
　
山
林 

○
面
　
積
　
２
６
８
２
㎡ 

○
予
定
価
格
　
１
２
６
万
円 

  

問 

総
務
課
行
政
班 

1
内
線
２
３
１
３ 

平
成
17
年
度 

情
報
公
開
制
度
利
用
状
況 

に
つ
い
て 

問 

農
林
課
農
務
班 

1
内
線
２
２
６
１ 

農
薬
事
故
を
防
止
し
よ
う
！ 

問 

財
政
課
管
財
班 

1
内
線
２
３
５
７ 

公
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ 

問 

↑
至
　
津
吉
町 

志
々
伎
町
　
至
↓ 

マルセイ 
南部店 

西中山 
住宅 

売却物件① 
↓ 

↑
至
　
平
戸
大
橋 

国道204号線　至→ 

熊野 
神社 

下　寺 
公民館 

↑ 
売却物件② 
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都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班 

1
内
線
２
２
８
４ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の 

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す 

問 

     

　
田
平
町
日
の
浦
地
区
に
完
成
し
た
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、
中
堅

所
得
者
向
け
の
住
宅
で
、
所
得
制
限
に
よ

っ
て
市
営
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
世
帯
の
た

め
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
で
す
。 

【
団
地
名
】
日
の
浦
団
地 

【
所
在
地
】
田
平
町
山
内
免
３
９
２
番
地 

【
木
造
２
階
建
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】 

○
募
集
戸
数
　
２
戸 

○
家
賃
（
月
額
）
　
５
万
５
千
円 

○
共
益
費
（
月
額
）
２
千
５
百
円 

○
敷
　
金
　
16
万
５
千
円 

【
木
造
２
階
建
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】 

○
募
集
戸
数
　
４
戸 

○
家
賃
（
月
額
）
　
６
万
円 

○
共
益
費
（
月
額
）
２
千
５
百
円 

○
敷
　
金
　
18
万
円 

【
入
居
可
能
予
定
日
】
６
月
下
旬 

【
申
込
資
格
】 

①
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人 

　
入
居
予
定
者
全
員
の
総
所
得
金
額
か

ら
扶
養
控
除(

同
居
親
族
１
人
に
つ
き
38

万
円)

な
ど
を
控
除
し
た
額
を
12
で
割
っ

た
額
が
20
万
円
以
上
60
万
１
千
円
以
下

に
な
る
人 

②
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人 

【
申
込
期
限
】
６
月
15
日(

木) 

【
申
込
方
法
】 

　
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
支
所
建
設
課
に

備
え
付
け
の
入
居
申
込
書
に
記
載
の
う
え
、

添
付
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。 

【
添
付
書
類
】 

　
①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所

得
証
明
書
②
納
税
証
明
書
③
住
民
票 

【
入
居
者
決
定
方
法
】 

　
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

※
抽
選
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

               

     

○
講
　
師 

　
自
然
食
料
理
人
　
船
越
　
康
弘
氏 

     

○
演
　
題 

　
「
お
い
し
く 

た
の
し
く 

あ
り
が
た
く
」 

○
と
　
き
　
６
月
11
日
（
日
） 

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分 

○
と
こ
ろ
　
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー 

○
入
場
料
　
無
料 

※
手
話
・
託
児
所
あ
り 

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
５
６
年
岡
山
県

生
ま
れ
。
自
然
食
は
単
な
る
健
康
志
向

で
は
な
く
、
「
お
い
し
く
　
た
の
し
く
　
あ

り
が
た
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
１
９
８
６

年
吉
備
高
原
の
山
奥
で
自
然
食
の
宿
「
百

姓
屋
敷
わ
ら
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
２

０
０
０
年
春
、
家
族
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
移
住
。
「
わ
ら
Ｎ
Ｚ
」
を
開

業
し
、
食
と
幸
せ
に
関
す
る
講
演
、
研

修
、
重
ね
煮
を
中
心
と
し
た
料
理
教
室

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

     

　
介
護
保
険
施
設
ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の
対
象
者
は

居
住
費
（
滞
在
費
）
・
食
費
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。 

※
現
在
認
定
中
の
人
は
、
６
月
30
日
（
金
）

で
有
効
期
間
が
切
れ
ま
す
の
で
、
６
月
16

日
（
金
）
ま
で
に
更
新
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

○
対
象
者
　 

　
本
人
お
よ
び
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
で
、
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療

養
型
施
設
）
に
入
所
し
て
い
る
人
。 

　
ま
た
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所

生
活
介
護
・
短
期
入
所
療
養
介
護
）
を

利
用
さ
れ
て
い
る
人
。 

※
今
か
ら
利
用
さ
れ
る
人
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。 

○
申
請
に
必
要
な
も
の 

　
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書
、
印
か
ん 

○
申
請
場
所 

　
保
険
福
祉
課
介
護
保
険
班
、
ま
た
は

各
支
所
の
市
民
生
活
課 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班 

1
内
線
２
６
２
５ 

第
５
回
市
生
涯
学
習 

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

問 

保
険
福
祉
課
介
護
保
険
班 

1
内
線
２
５
８
７ 

施
設
利
用
の
食
費
・
居
住 

費
の
軽
減
に
つ
い
て 

問 

ふ
な
こ
し
　   

や
す
ひ
ろ 
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温暖化防止ライトダウン 温暖化防止ライトダウン 

市
民
課
環
境
交
通
班 

1
内
線
２
５
２
７ 

チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
に 

参
加
し
よ
う
！ 

問 

問 

市
民
課
環
境
交
通
班 

1
内
線
２
５
２
７ 

６
月
４
日
は 

「
空
き
缶
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

問 

水
産
課
水
産
振
興
班 

1
内
線
２
２
１
６ 

海
難
救
助
用
信
号
弾
の 

漂
着
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

問 

市
民
課
環
境
交
通
班 

1
内
線
２
５
２
７ 

ご
み
減
量
化
対
策
に 

　
　
　
　
ご
協
力
を
！ 

問 

     

　
第
26
回
長
崎
県
空
き
缶
回
収
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
、
６
月
４
日
（
日
）
を
統
一
日
と

し
て
県
内
全
域
で
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
施
方
法
】 

　
実
施
は
、
各
自
治
会
単
位
と
な
り
ま
す

の
で
日
時
を
自
治
会
長
な
ど
に
確
認
し
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
４
日
（
日
）

の
統
一
日
に
は
不
法
投
棄
さ
れ
た
、
「
カ
ン

類
」
と
「
び
ん
類
」
の
み
を
回
収
の
対
象

と
し
ま
す
。
粗
大
ご
み
や
雑
草
類
、
家
庭

の
一
般
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
同
日
は
、
北
松
北
部
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
一
般
ご
み
の
休
日
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
。 

     

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
こ
と
で

ご
み
処
理
の
余
分
な
経
費
を
節
約
し
、
ま

た
地
球
環
境
に
も
や
さ
し
い
暮
ら
し
を
推

進
し
て
い
ま
す
。 

○
再
資
源
化
推
進
報
償
金 

　
古
紙
な
ど
の
資
源
物
を
回
収
す
る
団
体

に
対
し
て
報
償
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
・
子
ど
も
会
な
ど
で
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
生
ご
み
の
分
別
収
集 

　
大
島
地
区
を
除
き
、
一
般
家
庭
の
生
ご

み
は
「
燃
え
る
も
の
」
と
分
別
し
て
収
集
し
、

燃
や
さ
ず
に
た
い
肥
「
環
境
一
番
」
を
作

り
再
利
用
し
て
い
ま
す
。 

○
ご
み
減
量
化
機
器
購
入
補
助 

　
生
ご
み
を
衛
生
的
で
安
全
に
減
量
ま
た

は
た
い
肥
化
で
き
る
処
理
器
の
購
入
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助

額
は
、
購
入
金
額
の
１
／
２
で
３
万
円
を

上
限
に
１
世
帯
に
つ
き
１
回
の
み
交
付
し
て

い
ま
す
。 

     

　
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
世
界
が
協
力
し

て
作
っ
た
京
都
議
定
書
が
平
成

17
年
２

月

16
日
か
ら
発
効
さ
れ
ま
し
た
。
世
界

に
約
束
し
た
日
本
の
目
標
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
６
％
の
削
減
。
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
国
民
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ

れ
が
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
チ
ー
ム
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
詳
細
な
内
容
と
登
録
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
。 

http://w
w
w
.team

-6
.jp/ 

     

　
外
国
製
と
み
ら
れ
る
未
使
用
の
海
難
救

助
用
信
号
弾
が
海
岸
に
漂
着
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
誤
操
作
な
ど
に
よ
り
暴
発
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
海
岸
で
発
見
し
た
場
合
は
、

絶
対
に
触
ら
ず
に
お
手
数
で
す
が
次
の
連

絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○
発
見
し
た
場
合
の
ご
連
絡
先 

【
本
庁
管
内
（
平
戸
地
区
）】 

　
水
産
課
水
産
振
興
班（
1
内
線
２
２
１
６
） 

　
市
民
課
環
境
交
通
班（
1
内
線
２
５
２
７
） 

【
支
所
管
内（
生
月
・
田
平
・
大
島
地
区
）】 

　
各
支
所
市
民
生
活
課
市
民
班
、ま
た
は

産
業
振
興
課
水
産
商
工
班 

   

温暖化防止ライトダウン 
市民課環境交通班（1内線2527） 

　６月は環境月間で、各地で色々なイベントが

開催されます。本市においても地球温暖化対

策のアピールのため、「ブラックイルミネーション

2006」として平戸城などの観光施設のライトア

ップ照明が６月18日（日）午後８時に消灯され

ます。 

　また、各家庭においても「1000000人のキャ

ンドルナイト」に賛同していただくように一斉消

灯への参加を呼びかけています。電気の照明

を消して、ろうそくの明かりだけで２時間過ごし

てみてはいかがでしょうか。 

　市民のみな

さんも環境のた

めにできること

を楽しみながら

始めてみません

か。 
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総
務
課
人
事
班 

1
内
線
２
３
１
６ 

夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に 

係
る
職
員
の
服
装
に
つ
い
て 

問 

消
防
本
部
予
防
課 

1
22
‐
３
１
６
７ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設 

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た 

問 

農
林
課
耕
地
班 

1
内
線
２
２
６
４ 

営
農
活
動
支
援
の
ご
案
内 

     

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？ 

　
火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
を
感
知
し
て

音
声
や
警
報
音
で
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。 

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
い
つ
か
ら
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？ 

　
新
築
の
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
、
既
存
の
住
宅
は
平
成
21
年
５
月
31

日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

○
部
屋
の
ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
で

す
か
？ 

　｢

寝
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
部
屋｣

や

寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る
場
合
は
、
そ
の

避
難
経
路
に
あ
た
る｢

階
段｣

の
天
井
か

壁
に
設
置
し
ま
す
。 

○
寝
室
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由 

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
就
寝
時
間

に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
就
寝
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
火
災
の
発
見
が
遅
れ
死
に
至

る
危
険
性
が
高
い
た
め
設
置
す
る
も
の
で

す
。 

○
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
ご
注
意 

　
「
全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、

点
検
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と

言
葉
巧
み
に
説
明
し
、
消
防
職
員
の
よ
う

な
服
を
着
て
販
売
す
る
悪
質
な
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
消
防
署
が
販
売
す
る
こ

と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
易
に
購

入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

         

　
地
域
ぐ
る
み
で
の
農
地
や
水
を
守
る
共

同
活
動
と
環
境
保
全
に
向
け
た
営
農
活

動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。 

■
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活

動
支
援
事
業 

　
こ
の
事
業
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
農

業
振
興
地
域
内
に
お
い
て
、
農
地
、
水
、

環
境
を
良
好
な
状
態
で
保
全
向
上
さ
せ
る

た
め
、 

農
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住

民
や
自
治
会
な
ど
が
参
加
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
組
織
を
作
り
、
あ
る
一
定
以
上
の
取

り
組
み
を
実
施
す
る
活
動
組
織
へ
支
援
を

す
る
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
す
。 

　
水
路
や
畦
畔
、
農
道
な
ど
の
適
切
な
管

理
に
よ
る
耕
作
地
の
保
全
、
耕
作
放
棄
地

の
防
止
、
地
域
防
災
へ
の
貢
献
な
ど
共
同

で
行
う
資
源
保
全
活
動
に
支
援
し
ま
す
。 

【
事
業
の
概
要
】 

○
一
定
以
上
の
取
り
組
み
を
す
る
、
共

同
活
動
組
織
へ
の
支
援 

①
資
源
の
適
切
な
管
理 

　
農
地
、
農
業
用
施
設
の
機
能
に
障
害

が
出
て
い
な
い
か
を
点
検
し
、
年
間
の
維
持

保
全
活
動
計
画
を
決
め
、
草
刈
り
や
用

水
路
の
泥
上
げ
な
ど
を
行
う
実
践
活
動 

②
生
産
資
源
向
上 

　
農
地
、
農
業
用
施
設
の
劣
化
な
ど
の
点

検
を
し
、
結
果
を
も
と
に
年
間
の
活
動
計

画
と
役
割
分
担
を
決
め
農
道
や
水
路
の
補

修
な
ど
を
行
う
実
践
活
動 

③
環
境
資
源
向
上 

　
生
態
系
保
全
、 

水
質
保
全
、
景
観
形

成
・
生
活
環
境
保
全
、
地
域
排
水
向
上
・

地
下
水
か
ん
養
、
資
源
循
環
の
５
つ
の
テ

ー
マ
か
ら
地
域
住
民
や
自
治
会
で
話
合
い
、

活
動
テ
ー
マ
を
１
つ
決
め
、
具
体
的
な
活

動
計
画
を
策
定
し
、
活
動
計
画
に
従
い
美

化
活
動
な
ど
を
行
う
実
践
活
動  

　
以
上
①
、
②
、
③
の
共
同
活
動
を
行
っ

た
組
織
に
助
成
が
あ
り
ま
す
。 

     

※
こ
の
助
成
額
は
、
10
ａ
当
た
り
の
単
価

で
す
。 

○
環
境
に
や
さ
し
い
営
農
活
動
を
支
援

し
ま
す   

　
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域
で
、
地

域
の
慣
行
か
ら
化
学
肥
料
や
農
薬
を
原
則

５
割
以
上
低
減
し
、
環
境
負
荷
を
減
ら
す

取
り
組
み
を
行
う
、
集
落
な
ど
に
支
援
し

ま
す
。   

　
支
援
単
価
に
つ
い
て
は
資
材
、
労
働
費

の
調
査
な
ど
を
行
い
、
今
後
決
定
さ
れ
ま

す
。 

※
平
成
19
年
度
よ
り
本
格
実
施
の
た
め
、

採
択
要
件
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

     

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し
て
、
庁
舎

内
の
空
調
の
適
切
な
温
度
管
理
に
努
め
て

い
ま
す
。
夏
季
（
６
月
〜
９
月
）
の
期
間

中
、
職
員
の
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
を
励

行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

　
ク
ー
ル
ビ
ズ
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　
Ｂ
Ｉ
Ｚ
）

と
は
…
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
に
、

空
調
の
温
度
設
定
を
28
℃
に
し
、
夏
の
軽

装
な
ど
を
推
進
す
る
目
的
で
、
環
境
省
が

提
唱
し
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。 

問 

■住宅用 
　火災警報器 

４
千
４
百
円 

２
千
８
百
円 

４
百
円 

支
援
の
助
成
額 

水
　
田 

畑（
樹
園
地
） 

草
　
地 
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申 

問 
・ 

    

　
県
立
佐
世
保
養
護
学
校
で
は
、本
校
の
教

育
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
・
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
へ
の
特
別
支
援
教

育
の
情
報
発
信
の
た
め
に
、
学
校
公
開
を
実

施
し
ま
す
。 

○
と
　
き
　
６
月
27
日（
火
）午
前
９
時
〜 

○
と
こ
ろ
　
県
立
佐
世
保
養
護
学
校 

○
対
　
象
　
本
校
の
教
育
や
就
学
、進
学
に

つ
い
て
感
心
の
あ
る
保
護
者
、関
係
者 

○
内
　
容
　
授
業
参
観
、施
設
見
学
な
ど 

     

○
と
　
き 

　
７
月
24
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

３
時
40
分 

○
と
こ
ろ 

　
長
崎
地
方
裁
判
所
平
戸
支
部
法
廷 

○
内
　
容
　 

①
ビ
デ
オ
上
映
（
あ
る
放
火
事
件
の
審
理
・

　
約
20
分
） 

②
裁
判
員
制
度
ポ
イ
ン
ト
解
説（
解
説
者
　

長
崎
地
方
裁
判
所
平
戸
支
部
裁
判
官
） 

③
質
疑
応
答 

○
募
集
人
員
　
30
人 

○
募
集
期
間 

　
６
月
12
日（
月
）〜
７
月
21
日（
金
） 

※
土
、日
、休
日
を
除
き
ま
す
。 

○
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

      

○
と
　
き
　
６
月
25
日（
日
） 

　
　
　
　
　
開
演
　
午
後
２
時
30
分
〜 

○
と
こ
ろ
　
と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル 

　
　
　
　
　（
西
彼
杵
郡
時
津
町
） 

○
入
場
料
　
２
千
５
百
円 

○
出
演
者 

　
吉
田
ミ
カ（
マ
リ
ン
バ
）、ビ
ル
・
カ
ー
ン（
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）、Ｖ
ｅ
ｇ
ａ
弦
楽
カ
ル
テ
ッ
ト
、ピ

ー
タ
ー
・
ス
ト
ル
ツ
マ
ン(

ピ
ア
ノ)
、ル
ー
カ
ス
・

ベ
セ
リ
ー（
ベ
ー
ス
） 

 

　 

   

○
受
験
資
格
　
昭
和
60
年
４
月
２
日（
税
務

区
分
は
昭
和
61
年
４
月
２
日
）〜
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人 

○
受
付
期
間 

　
６
月
20
日（
火
）〜
６
月
27
日（
火
） 

○
第
１
次
試
験
日
　
９
月
３
日（
日
） 

　 　 

   

○
目
　
的 

　
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
、
寝
た
き
り
や
引

き
こ
も
り
予
防
な
ど
に
つ
い
て
学
び
を
深
め

る
場
と
し
て
、
患
者
本
人
と
家
族
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。 

○
対
象
者 

①
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
（
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
で
案
内
を
希
望
す
る
人
）お
よ
び
そ

の
家
族
な
ど 

②
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
の
療
養
生
活
に
関

わ
っ
て
い
る
人 

○
と
　
き
　
７
月
10
日（
月
） 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分 

○
と
こ
ろ 

　
県
北
保
健
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル 

○
内
　
容 

①
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
体
操 

②
医
師
講
話 

　
「
（
仮
題
）
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
日
常
生
活

に
つ
い
て
」 

③
意
見
交
換
・
交
流 

 

      

　
放
送
大
学
で
は
、平
成
18
年
度
第
２
学
期

入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

○
募
集
学
生 

【
教
養
学
部
】
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指

す
）
、
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）
、
科
目

履
修
生（
６
か
月
間
在
学
） 

【
大
学
院
】修
士
選
科
生(

１
年
間
在
学)

、修

士
科
目
生
（
６
か
月
間
在
学
）
、
修
士
全
科

生（
※
募
集
に
つ
い
て
は
、別
途
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。） 

○
願
書
受
付 

　
６
月
15
日（
木
）〜
８
月
15
日（
火
）ま
で 

○
入
学
日（
授
業
開
始
日
）　
10
月
１
日（
日
） 

○
放
送
大
学
の
特
徴 

・
働
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
が
で
き
、
大
学

卒
業
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。 

・
学
び
た
い
科
目
を
１
科
目
か
ら
で
も
学
習

で
き
ま
す
。 

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
授
業
の
視
聴
方
法 

　
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ

ク
Ｔ
Ｖ
！
）、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
各
地
の
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

裁
判
員
制
度
説
明
会 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

 

長
崎
地
方
裁
判
所
平
戸
支
部
庶
務
係 

1
22
‐
２
０
０
４ 

申 

問 
・ 

 

県
北
保
健
所
地
域
保
健
課
健
康
対
策
班 

1
57
‐
３
９
３
３ 

国
家
公
務
員
採
用
　
種 

試
験
の
実
施
に
つ
い
て 

問 

吉
田
ミ
カ 

マ
リ
ン
バ
　
リ
ン
ク 

コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内 

同
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会 

1
０
９
０
‐
８
７
６
３
‐
１
８
２
８ 

問 

放
送
大
学 

平
成
18
年
度 

第
２
学
期
学
生
募
集 

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
1
０
９
５
‐
８
１
３
‐
１
３
１
７ 

問 
人
事
院
九
州
事
務
局 

1
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３ 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者 

お
よ
び
家
族
の
集
い 

問 

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ 

 

県
立
佐
世
保
養
護
学
校 

1
０
９
５
６
‐
47
‐
５
９
６
６ 
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出

生

 

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

行
　
政
　
区 

元
気
な 

よ
い
子
に 

■４月の交通事故 ■４月末までの 
　火災救急件数 件　数 

死　者 

負傷者 
（重傷）１名 （軽傷）12名 

（　）内は昨年同期 

８件 

１名 

13名 

火災 

救急 

10件（6件） 

434件（391件） 

死

亡

 

氏
　
　
名 

年
齢 

死
亡
日 

行
　
政
　
区 

ご
冥
福
を 

お
祈
り
し
ま
す 

【
平
戸
地
区
】 

牧
尾
　
悠
聖
　
義
　
明
　
大
野 

野
口
　
み
き
　
史
　
紀
　
清
水
川 

牟
田
　
海
翔
　
正
　
一
　
亀
岡 

川
内
日
香
里
　
憲
　
吾
　
下
大
垣 

山
浦
　
　
桜
　
清
　
一
　
高
越
　 

塩
谷
季
衣
佳
　
　
修
　
　
田
原
崎 

川
上
友
梨
子
　
龍
　
次
　
上
大
垣 

【
生
月
地
区
】 

福
川
　
愛
里
　
松
　
美
　
山
田 

【
田
平
地
区
】 

赤
木
　
知
衣
　
　
寛
　
　
万
場 

山
口
　
大
河
　
知
　
樹
　
万
場 

前
田
　
愛
紗
　
　
真
　
　
小
崎 

   【
平
戸
地
区
】 

添
島
　
　
喜  

84
歳  

４
／
１  

魚
の
棚
町 

吉
田
　
ア
ヤ  

84
歳  

４
／
16  

大
石
脇 

末
永
　
　
好  

77
歳  

４
／
18  

紐
差
第
２ 

松
本
　
　
薫  

63
歳  

４
／
19  

職
人
町 

内
野
　
勇
一  
89
歳  

４
／
19  

曲
り 

津
上
　
爲
次  
54
歳  
４
／
20  

川
内
在 

永
田
　
利
勝  

56
歳  
４
／
21  

木
引 

石
田
龍
之
助  

77
歳  

４
／
23  
新
町 

萬
屋
　
榮
藏  

85
歳  

４
／
24  

志
々
伎
浦 

古
川
　
シ
ヅ  

88
歳  

４
／
25  

木
引 

宮
國
ス
ミ
子  

78
歳  

４
／
25  

木
引
田
町 

牧
野
ミ
ツ
ヱ  

72
歳  

４
／
26  

神
崎 

鈴
木
ト
ミ
子  

74
歳  

４
／
27  

紐
差
第
２

前
嶋
　
岑
生  

73
歳  

４
／
27  

飯
良
第
２

中
川
　
七
男  

70
歳  

５
／
１  

戸
石
川 

白
土
　
嘉
信  

78
歳  

５
／
３  

猪
渡
谷 

吉
村
ハ
ル
エ  

81
歳  

５
／
９  

堤 

神
田
　
政
利  

90
歳  

５
／
９  

上
中
津
良 

黒
h
　
雅
嘉  

79
歳  

５
／
10  

紺
屋
町 

佐
々
木
福
光  

54
歳  

５
／
11  

大
佐
志 

k
口
　
ナ
ツ  

86
歳  

５
／
12  

上
大
垣 

【
生
月
地
区
】 

伊
藤
　
タ
イ  

91
歳  

４
／
17  

浦
南 

神
宮
佐
智
子  

77
歳  

４
／
28  

舘
浦
潮
見 

吉
野
　
信
芳  

75
歳  

５
／
７  

舘
浦
潮
見 

田
中
キ
ミ
ヨ  

90
歳  

５
／
８  

元
触 

土
肥
　
武
男  

81
歳  

５
／
11  

舘
浦
浜 

【
田
平
地
区
】 

濱
口
　
キ
ミ  

93
歳  

４
／
15  

大
崎 

水
下
ヨ
シ
ノ  

82
歳  

４
／
17  

下
亀 

赤
木
ア
ヤ
ノ  

83
歳  

４
／
22  

上
里 

谷
渡
　
　
　  

98
歳  

４
／
23  

米
の
内 

市
�
　
道
男  

63
歳  

５
／
５  

小
崎 

岡
村
　
Z
男  

77
歳  

５
／
６  

山
内 

【
大
島
地
区
】 

丸
田
　
益
司  

70
歳  

４
／
25  

大
根
坂 

　
　
　
　
　（
４
／
16
〜
５
／
15
届
出
分
） 

 

ま
き 

お
　
　
ゆ
う
と
　
　
よ
し
　 

あ
き 

の
ぐ
ち
　
　
　
　
　
　
　 

ふ
み
　 

の
り 

 

む   

た
　
　
か
い
と
　
　
ま
さ
　 

か
ず 

か
わ
う
ち
ひ  

か  

り
　
　
け
ん
　   

ご 

や
ま
う
ら
　
　
さ
く
ら
　 

き
よ
　 

か
ず 

し
お
や   

き  

い  

か         

お
さ
む 

か
わ
か
み
ゆ  

り 

こ
　
　 

り
ゅ
う
　
じ 

 

ふ
く
が
わ
　 

あ
い 

り
　  

ま
つ
　   

み 

 

あ
か
ぎ
　
　  

ち  

い
　
　
　
ひ
ろ
し 

や
ま
ぐ
ち
　
た
い 

が
　
　
と
も
　
　
き 

ま
え
だ
　
　
あ
い
し
ゃ
　
　  

ま
こ
と 

    

そ
え
じ
ま
　
　
ひ
ろ
き 

よ
し
だ 

す
え
な
が
　
ひ
ろ
よ
し 

ま
つ
も
と
　
　 

か
お
る 

う
ち  

の
　
　
ゆ
う
い
ち 

  

つ 

が
み 

　
た
め
つ
ぐ 

な
が 

た
　
　
と
し
か
つ 

い
し
だ 

り
ょ
う
の
す
け 

 

よ
ろ
ず
や
　 

え
い
ぞ
う 

ふ
る
か
わ 

み
や
く
に 

ま
き 

の 

す
ず 

き 

ま
え
し
ま
　  

み
ね
お 

な
か
が
わ
　 

し
ち 

お 

し
ら
つ
ち
　 

よ
し
の
ぶ 

よ
し
む
ら 

こ
う 

だ
　
　
ま
さ
と
し 

く
ろ
さ
き
　 

ま
さ
よ
し 

 

さ   

さ   

き 

ふ
く
み
つ 

は
ま
ぐ
ち 

 

い
と
う 

し
ん
ぐ
う 

さ  

ち  

こ 

よ
し  

の
　 

の
ぶ
よ
し 

た
な
か 

  

ど   

い
　   

た
け 

お 

 

は
ま
ぐ
ち 

み
ず
し
た 

あ
か
ぎ 

た
に
わ
た
り 

じ
ん
ぞ
う 

い
ち
の
せ
　 

み
ち  

お 

お
か
む
ら
　 

き
ち 

お 

 

ま
る  

た  

　
ま
す  

じ 

申 

問 
・ 

        

○
募
集
部
門 

①
携
帯
芸
術
部
門 

　
テ
ー
マ
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
」 

　
携
帯
電
話
で
鑑
賞
す
る
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｉ
ア

ー
ト
と
し
て
の
映
像
作
品
（
30
秒
以
内
） 

②
環
境
芸
術
部
門 

　
テ
ー
マ
「
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
」 

　
次
の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
い
ず
れ
か
に

沿
っ
た
映
像
作
品
（
５
分
以
内
） 

　
コ
ン
セ
プ
ト
「
長
崎
」「
環
境
観
光
」「
子

ど
も
と
環
境
」 

○
募
集
締
切 

　
６
月
30
日
（
金
）
必
着 

○
応
募
条
件 

　
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、

企
業
を
問
わ
ず
応
募
で
き
ま
す
。 

○
作
品
形
式 

①
携
帯
芸
術
部
門 

　
１
０
０
ｋ
ｂ
以
下
の
サ
イ
ズ
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、

ま
た
は
Ｆ
ｌ
ａ
ｓ
ｈ
フ
ァ
イ
ル
で
、
Ｑ
Ｖ
Ｇ
Ａ

液
晶
搭
載
の
携
帯
電
話
に
お
い
て
再
生
可

能
な
30
秒
以
内
の
デ
ー
タ 

②
環
境
芸
術
部
門 

　
作
品
を
収
録
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｃ
形
式
の
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
か
、
Ｈ
Ｄ
Ｖ
形
式
の
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｄ

Ｖ
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
ま
た
は
Ｑ
ｕ
ｉ
ｃ
ｋ
Ｔ
ｉ

ｍ
ｅ
形
式
の
作
品
を
収
め
た
デ
ィ
ス
ク
（
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ
）
の
い
ず
れ
か
で
、
５

分
以
内
の
も
の 

○
授
賞
式 

　
８
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

○
受
賞
内
容
　 

パ
ー
ル
ド
ラ
ゴ
ン
賞 

　
　
　
１
作
品
（
賞
金
　
１
百
万
円
） 

ゴ
ー
ル
ド
ド
ラ
ゴ
ン
賞 

　
各
部
門
１
作
品
（
賞
金
　
50
万
円
） 

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
賞 

　
各
部
門
１
作
品
（
賞
金
　
30
万
円
） 

ブ
ロ
ン
ズ
ド
ラ
ゴ
ン
賞 

　
各
部
門
１
作
品
（
賞
金
　
10
万
円
） 

※
こ
の
ほ
か
、
副
賞
、
特
別
賞
が
あ
り
ま

す
。 

○
作
品
公
開 

　
長
崎
県
美
術
館
企
画
展
「
デ
ジ
タ
ル
遊

園
地
‐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ア
ー
ト
の
未

来
‐
」
（
７
月
29
日
〜
９
月
３
日
）
の
ほ
か
、

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
、
活
水
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
、

ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
長
崎
な
ど
で
上
映
予
定
で
す
。 

○
共
　
催 

　
長
崎
県
美
術
館 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

篤志および香典返しで、次の方々から 
ご寄付がありました（敬称略）。 善意のともしび 

広報ひらど謝礼として 
　○岐阜県多治見市　立石　郁男 
　○東京都世田谷区　門川　耕造 

第
１
回 

「
長
崎
水
辺
の
映
像
祭
」 

作
品
を
募
集
し
ま
す 

長
崎
水
辺
の
映
像
祭
運
営
事
務
局 

1
０
９
５
‐
８
２
１
‐
０
２
１
３ 

〒
８
５
２
‐
８
１
１
７ 

　
長
崎
市
平
野
町
14
‐
７ 

　
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
ｚ
株
式
会
社
内 
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ホタルを見に行こう！

平戸市ホームページアドレス  http://www.city.hirado.nagasaki.jp

平成18年６月号 

［編集・発行］ 平戸市企画課 
〒859-5192 長崎県平戸市岩の上町1508番地3 

10950-22-4111  FAX0950-22-5178 
E-mail  kikaku@city.hirado.lg.jp 
印刷／有限会社ケンホクプリント 

　４月29・30日の両日、田平公園
で行われた「たびら春まつり」から。
子どもたちに大人気だったのは魚
のつかみ捕り。川辺凌雅くん（４歳・
田平町一関免）は見事スズキを捕
まえ、満面の笑み。「初めてで難し
かったけど楽しかった。またやって
みたい」と満足の様子でした。 
　このほか、ダンスカーニバルなど
イベント満載で春まつりは大盛り上
がりでした。 

　梅雨入りしたのかなと思うぐら
い雨続きの天気が続いています。
　梅雨というとどうしても気分が
沈みがちになりますが、反面、あ
じさいだって美しく咲く季節でも
あります。この時期の楽しみと言
えば、そう「ホタルの乱舞」。市
内各地ではちらほらとホタルが飛
び始めているようです。今月号で
はホタルの鑑賞スポットを２か所紹
介しています。静寂の中で聞こえ
る川のせせらぎ、ホタルの優しい
光が闇の中で幻想的に舞う姿は、
訪れた人の心をきっと和ませてく
れるはず。ご家族や友人を連れて
一度鑑賞してみてはいかが？◯黒 

※５月１日現在 

人口の動き 

表紙説明 

編集室からひとこと 

タイトル 
市民のみなさんからの投稿をお待ちしています。 

女性 
20,778人 
（＋28） 

平戸市 
全人口 

39,232人 
（＋25） 

男性 
18,454人 
（－3） 

世帯数 
14,547戸 
（+64） 

平戸市をぶらり歩いて見
つけた素敵なシーンを紹介。 

古紙配合率100％再生紙、 
大豆油インキを使用しています。 

H
ir
ad

o
C
it
y
P
u
b
li
c
In
fo
rm

at
io
n

 （　）は 
前月との比較 

もうすぐ、田植えの季節 

平戸市役所も参加しています。 

ホタルを見に行こう！
～水辺に舞う妖精～ 

○観察スポット　中津良川付近の歩道、川の土手など 

○生息しているホタル　ゲンジボタル、ヘイケボタル 

○見ごろ　5月中旬～6月上旬　午後8時ごろ～午後10時ごろ 

○交通アクセス　平戸大橋から車で約30分 

○観察スポット　上亀橋周辺など 

○生息しているホタル　ゲンジボタル、ヘイケボタル 

○見ごろ　6月上旬～6月下旬　午後8時ごろ～午後9時ごろ 

○交通アクセス　平戸大橋から車で約8分 

ホタルまっぷ 
平戸地区中津良川一帯 田平地区上亀橋周辺 

１．観察するときは静かに眺めよう！ 

２．ごみは必ず持ち帰ろう！ 

３．車のライトや懐中電灯はすぐに消　

　 すようにしよう！ 

４．ホタルを捕るのはやめよう！ 

５．ホタルのことを調べてから見に行こう！ 

【ホタルを見るときの５つの約束事】 

　ホタルは美しい環境の中でしか生きられ
ません。 
　ホタルを見るときはマナーを守って見るよ
うにしましょう。 
ホタルに関する情報・お問い合わせ 
　観光商工課観光班（1内線2272）へ 

ｉ 

383
〒 

P
P P

消防署 

上
中
津
良
公
会
堂 

至
平
戸
市
街
地 

至
津
吉
・
宮
の
浦 

至
猪
渡
谷 

中
津
良
小
学
校 

204

上
亀
公
民
館 

中田平駅 

至松浦市 

至
平
戸
大
橋 

上
亀
橋 

今年もホタルの幻想的な舞を見れる時期がやってきました。 
今回は、特にたくさんのホタルを見ることができるスポットを２か所紹介！ 
家族や友だちを連れて、幻想的な舞を見てみませんか？ 
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